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　スペンサーは, The Faerie Queene第１巻の前半で，主人公である赤十字の騎士が悪の力の奸計に
出会い，徐々に＜罪＞Eこはまり込んでいって，ついには＜罪の奴隷＞となり果て，もはや＜神,り恩
寵＞（grace）によって救い出される以外助かる道はなくなる過程を描いている．後半で.は，＜神
の恩寵＞によって救出されるものの，心身ともに弱りきっている騎士は．危うくDespair (絶望）
に屈しそうになるが，『神聖の館』(House of Holiness )で教えを受けて，心身の健康を回復し，ヽ
最後には＜罪＞（＝竜）を滅ぼ.し，＜真理＞（＝Ｕｎａ）と結ばれる．これが第１巻の粗筋である．
　赤十字の騎士とは，ロマンスのレベルで見れば，竜退治の英雄Saint George であり，＜神学的寓
意＞のレベルで見れば，同じくアレゴリーの作品である７＆釦が?ｓ朽昭９ssの主人公Christian
がそう･であるように.＜人間一般＞（eｖeryｍａｎ）一つまりは＜罪人＞（sinner）-のこと
でもある．以下では, Orgoglioエピソードに至るまでの第,１巻前半を取り上げ，赤十字の騎士が陥
る様々な＜罪＞の諸相を見てみたい．
　第１篇では，竜に苦しめられているＵｎａ姫の両親とその王国を救うべく, Una姫と連れだって
旅をする赤十字の騎士は，嵐に出会い，近くの森に避難する．-･行は小鳥たちの美し,い歌声に聞き
惚れ，種々の美しい木々に見とれながら，森の奥へと進んで行く．やがて嵐もおさまり，帰ろうと
するが，道がわからず.森の＜迷宮> (labyrinth )･(1. 1. 11)に迷い込み，とう.とう･森の最
も奥にある洞穴の前にやってくる．そこは，下半身が蛇で上半身が女体の怪物Errorの住処で，こ
の森は＜迷妄の森＞（Ｗａｎｄrｉｎｇ Wood)であった．危険が潜んでいるかも知れないから，･用心す
るようにと.いうＵｎａの忠告や，逃げましょうと言う従者の小人の言葉叫もか.かわらず，騎士は洞
穴内に踏み込み，怪獣Errorと格闘することになる．
　寓意のレベルでは，この＜迷いの森＞は人類の堕落以後の< Fallen Ｗｏrld＞を表わし, Errorと
の出会いはアダムの子孫である人間がたえず直面する危険を表わしている･と考えることができる.
Error (迷妄）とは＜誤まれる宗教・信仰＞のことであると同時に,･そのラテン語の語源＜eｒrａre＞
　(= wander)が暗示するように，＜正道からそれて彷徨うこと＞七もあって，赤十字の騎士が経
験することになる＜,ｗandering＞を象徴し，．また，たえず神からそれて＜ｗander＞し,ようとする
人間の有様をも象徴･しているj Errorは，この.ように, Wandring Wood の＜ｗandering＞と同じ
意味を持ち，この森の茫と言うことができ･る．第１巻前半は＜ｗandefing＞:（彷徨）’･の雰囲気に満
ちているが1，赤十字の騎士が最初に遭遇する危険がError-という怪獣であ･ることは意味深い．
　騎士はErrorの‘train' (尾十罠) (1. 1. 18)に巻かれて, 'consTRAINtイ窮地十尾に巻かれ
た束縛状態）･(1. r. 19）に陥るが, Unaの‘Addかith vnto your force' .(1 ･. 1 ･ 19 )･という声
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１）
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援を聞き，力を揮い起こして怪獣の首を締め, 'more then manly force' (1 . 1 . 24 )によって剣
を振りおろして相手を倒す．騎士はこうしてErrorを倒すわけでヽあるが，スペンサーは，騎士が決
してみずからの力のみによって敵を倒したのではないことを明らかにする．すなわち，騎士一人の
人間の＜力＞（force）だけでは敵（＝迷妄）に打ち勝つのには充分ではなかったのであり，＜信
仰> (faith)の力がこれに加わって，初めて「人間業とは思えない力」（ｍｏre then manlyかπＯ
を出すことができたのである．
　結局は勝利を得たものの，赤十字の騎士が危う<.＜迷妄＞（jErrｏr）に敗れそうになっ’たことは，
彼の＜信仰＞がそれほどしっかりしたものではないか，それとも彼が＜誤れる信仰＞（errｏr＝
○£V3. false beliefS）2を抱いていることを暗示している．怪獣Errorは;騎士にのど元を締めつけ
られたとき，「本や小冊子」(1 . 1. 20)で満ちた汚物を胃から吐き出すが，これはErrorが＜誤
まれる信仰・教義＞という一面を持つことを裏づけている．このErrorとの遭遇は，騎士の＜罪＞
への傾向性と，今後彼が歩むことになる方向とを示唆しているのである．
　騎士の＜信仰＞が確かなものでないことは，彼が普段から「何か間違いをしでかしはしないかと
いう恐れ」（‘wontedfeaｒｅof doing ought amis' 1 . 1. 49)を抱いていることからも窺うことがで
きる．　この「恐れ」(fear )は，彼が神によって生きる代わりに，自己を頼みに生きようとする所
から生じるものと考えられる．　　　　　　　　　　二　　　‥‥‥l‘
　パウロによれば，＜信仰> (faith)とは自分自身の正しさを捨て去る所め＜従順＞（obedience）
であり，信仰者はこの＜従順＞の行為によって，自分自身にづい七め気遣いと自分の未来とを神に
引き渡す．自分自身についての気遣いをSi＞（笥βOS, fear )から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー　　一解放されるのである．ところが，無信仰者は，自已め力で生きようとし，自己の未来を気遣うが故
に，たえず＜恐れ＞の中に生きることになる．このことは，＜律法＞･(law)に頼ろうとする人
間にっいても当てはまる．「＜律法＞を誇りとし」(Rom. 2 :23).自己を頼みにする＜自己依存＞
　(self-reliance)の態度は，一方では，自分は正しいという＜高慢＞（pride）をもたらし，他方
では，＜律法＞を破りはしないかという＜恐れ＞（feaｒ）をもたらずことになる．この＜自己依存＞
の態度は，パウロの神学では＜罪＞とされる．パウロによれば,人間の究極的な＜罪＞（sin）とは，
生命を生命の源泉である神の贈り物として受け取石代わりに／自己の力で生命を得ようとすること
であり，神によって生きる代わりに，自己によって生きようとする･態度にあるからであるノ
　赤十字の騎士が普段から抱いている「何か間違いをしでかしはしないかという恐れ」は，無信仰
の人間や，あるいは＜律法＞に頼る人間が抱＜＜恐れ＞と同じものと考えられる．赤十字の騎士の
＜自己依存＞の態度は，一面では，このように＜恐れ＞となるが,-その反面では，彼の＜高慢＞
　(pride )として表われる．たとえば, Errorの洞穴の前でご用心するようにというＵｎａの警告に
対して，騎士は，「美徳は自らの光によって，暗闇も通り抜け=ることができる」（‘Vertue giues her
selfelight. through darkenesse for to wadeﾌﾞ1.1. １２）と答え名が，この言葉には，自分には＜美
徳＞（ｖeｒtｕe）があるという＜自負＞が潜んでいる．この＜自負＞，すなわち＜高慢＞（pｒide）
は，パウロの思想では＜罪＞とみなされるものである．ま‘た，騎士は＜恥＞（shame）を恐れて
いるが，これは彼の＜高慢＞（pride）の裏返しと考えられる．彼は洞穴の前で，「影におびえて
尻込みするのは＜恥＞となりましょう」（‘shame were to reuoke.y The forward footing for an hid-
den shade' 1 . 1. 12)と言っている．また, Errorとの闘いの4節にも，彼は「直面している危
険よりも＜恥＞の方を一層恐れている」（'ｆｅａｒfｕllmore of shame, I Then of the certaine perill he
stood ｉｎ’1 . 1. 24)のである．あるいは, Sansjoyとの一騎討ちでは，･Duessaの声援を聞いて
力づき，「怒りと＜恥＞と仕える女性とに」「‘wrath, and s加心」ind Ladies sake' 1. 5. 12)動
かされて，相手に切りつける．このように，「恥を恐れる」ということは，赤十字の騎士に顕著に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２）＼
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見られる態度であり，これは彼の＜信仰＞が弱いか，あるいは，彼が＜誤れる信仰＞を持づている
こ.と恚暗示しでる･司からこそ，彼はOrgoglioの地下牢から救出されくさらに, Despairから危
うく逃れたあと，『神聖の館』･で教育を受けなければならないのである..
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　n　　　　　　　　　　　　．
　＜迷妄の森＞から抜け出した赤十字の騎士とその一行は，術策にたけた大魔術師Archimago''と
出会うこごとになる･．一行を森のそばの自分の庵に案内したArchimagoは，一行が寝静まるのを見
ると，呪文で呼び出した悪霊の群の中から二匹を選び，一方を＜夢の神＞Ｍｏrpheｕsの所へ＜夢＞
をもらいに使いにやり，もう一方を偽のＵｎａにｲﾋけさせる．＜夢＞をもらってきた霊が騎士の
‘fantasy' (･11　1. 46）に働きかけ，騎士に淫乱な夢を見させると，騎士の雄々しい心も，みだら
な喜びと邪悪な楽しみに浸ってとろけんばかりになる．連れの乙女が自分めそばに横になって，恋
の神によって私の心は征服されました，と訴えているように騎士には思われる（‘seemed him his
Lady by him lay, / And to him playnd …■1 . 1 . 47 ).騎士はここで初めて，「かつて経験したこ
とのない激しい情欲」(this great passion of vnwonted lust) (1. 1. 49)を覚え;飛び起きると;･
偽のＵｎａが目の前にいて媚態を示七，恥ずかしそうに接吻を求めてくる．
　先程の夢の中では，‘seemed him his Lady by him lay' ０ . 1 . 47)というように，＜,Seem＞と
いう動詞が用いられていた．騎士が飛び起きる箇所では, 'Lo there before his face his Lady iS’（1.
1. 49)というように，＜be＞動詞が用いられている．このように，前者が夢の中の出来事であ
ったのに対し，後者が現実のことであることを，スペンサーは明らかにする．しかし, A. C.ハ
ミルトンが, 'When he awakens to his nightmare in which he cannot distinguish between appearance
and reality,in effect he continue‘Sto dream until rescued by Arthur in Canto viiiﾌﾟ5と指摘しているよ
うに，騎士にとっては後者も＜悪夢＞のようなものであり，騎士は＜偽のＵｎａ＞（appearance）
と＜本物のUna > ( reality )との区別のつかない＜illｕSion＞の世界にはまり込んでいくのである．
騎士は，「女のどの恥しらずの振舞に激怒しかけて」(halfe enraged at her shamelesse guise ) (1 .
1. 50),殺してしまおうとまで思うが，思いとどまり，女を諭す．女は誘惑を諦めて，しかたな
く去る. Archimagoはこの失敗にもめげず，今度はもう一方の霊をふしだらな若い小姓に仕立てあ
げて，偽｀のＵｎａと情事を演じさせ，もっともらしく慌てたふりを装って，騎士を起,こしに行く．
偽物の二人が情事にふけってい粂有様を見せられたときの騎士を，スペンサーはこう描写する．
Which when he saw, he burnt with･gealous fire,
Ｔｈｅ砂ｇがreason was with 犯即yblent,
And would haue slaine them in hisfurious ire.
But hardly was restrained of that aged sire.
Returning to his bed in torment great,
And bitter anguish oiKiｓ giiiltieｓight，
He could not rest, but did his stout hea吋eat,
And wast his inward gall with deepe despight。
Yrkesomeがlife, and too long lingring night.
(３)
(1. 2. 5-6)･
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　騎士は自分の＜感覚＞（＝目）に欺かれ，＜appearance＞を＜realjty＞であると錯覚し，
＜illｕSion＞の中にはまり込んでい＜．彼の＜理性＞（reaSむｎ･）は＜怒り＞（rａｇｅ）で曇り，く盲
目> (yblent)となってしまう．前の，夢から目覚めたときの場面では，「半ば怒った」(halfe
enraged ) (1 . 1. 50 )という表現が用いられていたが．今度は, 'rage', 'furiousire' という言
葉が用いられていて，騎士の＜怒り＞という＜passｉｏｎ＞がより明確になっているバhis guiltie
sight'という表現は地口であり，「彼が見た罪の光景」という表面の意味の他に，「罪を犯した彼の
目」という･アイロニーが込められていて，騎士の＜目＞という＜感覚＞（Sense）が過ちを犯した
ことが暗示されている．その過ちは内面の＜心> (heart)に達し，彼は「生きることが嫌になる」
(yrkesome of life）のである．「生きることが嫌になる」というのは，言い換えれば,＜死に至る病＞
である＜絶望＞（deSgair）のことであり，これはキリスト教では＜罪＞とされる.
　Archimagoの庵でのこのエピソードでは，魔術，すなわち＜悪の力＞，という外的な力が，まず
＜夢＞によって騎士の＜ｆａｎtaSy＞（（:)E1:) 4. the facu!ty of forming mental representations of
things not actually present ；○££)3 . delusive imagination )に働きかけ，＜illｕSion＞によって彼
の＜感覚＞（SenSeS）を欺き，＜情欲＞ＯｕSt）という＜paSS10n＞を生じさせ，さらには彼を＜怒
り＞という＜paSSion＞のとりこにしてしまう様子が描かれている．騎士は＜情欲＞と＜怒り＞と
いう二つの＜paSSion＞によって＜理性＞を曇らせてしまい，このため，今度は＜illｕSion＞を見
破ること.がますます困難になるという悪循環に陥るのである．こうして√彼は堕落の道を歩み始め，
次第にますます深＜＜罪＞の中にはまり込んでいくりである･．
　しかし，ここで，騎士の＜理性＞が＜pa5Sion＞に負けてしまうに至った原因は，単にArchima-
goの術策という外的な力にだけある･のではない．騎士自｀身の七信仰＞め弱さや人間的な弱さのよ
うな内的な要因も看過できない．とにか＜，騎士が犯す主要な＜罪＞－一一＜高慢＞,＜情欲＞,＜怒
り＞などの＜罪＞-が，すでにこの段階で出揃うことになる．　　．
　赤十字の騎士は，夜が明けるとすぐ，憤然として，従者の小人と共に旅立つ．こうして, Archi･
magoの思惑通り，騎士とＵｎａは「二つに分かれてしまう」(diuided into double parts ) (1 . 2 .
9）のである．騎士とＵｎａとの分裂は，寓意のレベルでは，騎士が＜真理＞（Ｔｒｕth）から離反
したことを示している．パウロによれば，＜真理＞とは＜福音の真理> (Gal. 2:5, 14),すな
わち＜神の言葉＞，＜神の啓示＞（ｎ Cor. 4 :12）であって，＜信仰＞の対象となるもの(cf.
n Thess, 2 :13）のことである．したがって，＜真理＞（＝Ｕｎａ）から離れることは，＜神＞か
ら離れ,＜信仰＞から遠ざかることを意味する．＜真理＞から離ちた騎士は，いつでも＜虚偽＞（＝
Falsehood = Duessa)に屈しうる状態に入ったのである／彼はすぐこの後で，＜信仰無き者＞を
意味するSansfoyという名の‘faithlesse Sarazinイ1. 2. 11)と出会って戦うことになるが，こ
の出会いは騎士自身が‘faithless'な者となったことを象徴的に示している．,騎士は自分の仕える婦
人を捨てたという点で＜不実> (faithless )であり，＜福音の真理＞（＝Ｕｎａ）から離れたとい
う点で＜信仰無き者> (faithless )となったのである．こうして．第１巻の初めで‘right faithfull
true' (1. 1. 2)と形容されていた騎士は，自分では気づかずに, < faith > (信仰十誠実）
と＜trｕth＞（真理十誠実）とを共に失うことになったのであ.る．騎士はSansfoyを倒したあと．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｄ　　　　　　　　　　　つぃ相手の連れていたDuessaを魔女とは知らずに保護して，自分の〈!ady.>とし,･そして終にはこの
魔女を自分の情婦とすることになる．ここに至って，騎士の＜不実＞（faithleSSneSS）は疑う余地
のないものとなるのである．また，＜faithleSSneSS＞（信仰無き者十不実）を意味するSansfoyこそ，
＜fa1Sehood＞を意味するDuessaにふさわしい連れであったわりで布ふが，今やSansfoyに取って
代わった赤十字の騎士は, Sansfoyの同類となったのである．
　さて，騎士とＵｎａとの分離を騎士自身の’内面の分裂と見たらどうであろうか．パウロは，人間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４）　　∧
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というものが自分自身と関係を持つ存在，自己の行為の対象となりうる＜客体＞でもあるという点
において，人間を＜sｏｍａ＞[ａｗμａ］（＝body）と呼んでいる．このような存在であるため，人
間は自分自身と調和して，自己を支配するか，それとも自分自身と不和になって自分自身から.疎外
され，自分自身のものではない力･によって支配されるか，という二つの可能性を持つことになる．６
人間が＜ＳＯｍａ＞と呼ばれるのはこうした可能性を持つ,存在であることを意味する.＜ＳＯｍａ＞で
あるが故に，人間は神と調和した関係を持つことも，あるいは神と敵対する関係を持つことも可能
となる．
　このように，パウロは人間の中に深い裂け目，＜自己＞と＜自己＞との分裂・相剋を見るのであ
るノ騎士とＵｎａが「二つの部分に分かれた」（‘diuided into double parts' 1 .　2 . 9）ことは，騎
士の内部のこの･ような＜自己＞と＜自己＞との分裂を象徴じているとも見ることができる．く内な
る人間＞（｀ｏ　ｅ（７ω　ａ１・ＯＰωπor'Rom. 7　:22）から切り離され，＜真の自己＞を失った騎士は，
＜罪のＳｏｍａ＞（ｊでＯ（ｙωμ゜r7T　ａμａＰてI acツthe body of sih･ Rom. 6:6）となってr彼の
中に住んでいる罪」8によって支配されることになる.＜罪に支配された自･己＞となり,＜真の自己＞
を見失なった赤十字の騎士にとって彷徨うほかなくなる．この騎士をスベンサ,－は次のように叙述
している．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●･　　　゛し
The true Saint George was wandred far away,
Stillflying from his thoughts and gealous feare；
Will was.his guide, and griefe led him astray.
(1. 2. 12)
　この引用文に見られる＜VI　ander＞という動詞は，前にも触れたように，騎士がただ単に＜彷徨
った＞だけではな＜，＜正道を踏み外した＞（ｗander＝ＯＥＬ）3 b. fallinto error )こIとをも表わ
している．彼が逃れようとしているのは罪深い＜思い＞（thoｕghtS）からであり･，また自分り中
の＜怒り＞（jea10ｕS＝○£D 1 a. wrathful卜や＜嫉妬＞･(jealous = 0££）4. apprehensive of being
displaced in the love or good-will 0f some one）や＜情欲> (jealous = OE£) 2 . lustfuけといった
＜paSSion＞に対する＜恐れ＞（feaｒ）からである．騎士は未だ自分が過ちを犯したことを自覚し
てはいないが，（何か間違いをしでかしはしないかとい９,も抱いていた恐れj (1. 1. 49)が今や
＜激しい> (jealous = OE£) 1 . vehement in feeling)ものとなったのである..引用文の３行目
‘Will was his guide, and griefe led him astray' はわざとアンビギュアスな表現となっているように
思われる. will'は＜我意＞（０££･6 b. wilfulness )であゐと同時に，＜情欲＞（ぼひ2 . carnal
desire)でもある．また, 'griefe'は＜悲しみ＞9であると同時に，Ｕｎいこ裏切られたことに対する＜怒
り> ( grief = 0£D 4 , anger )でもある．＜理性＞に導かれる代わ,りに(cfバthe eye of reason
ｗaS…yblent' 1 . 2. 5),それぞれ＜七つの大罪＞（Seｖen Deadly Sins)の一つである＜情欲＞
と＜怒り＞とに導かれるのであってみれば，騎士は＜堕落してい< > ( astray = 0££･2 , away
from the right；into error or evil ) ほかなく，ますます深,く,罪に,はまり込んでいくの.である.10
Archimagoの庵で眠っているときに（‘drownd in deadly sleepe' 1 . 1.36），＜淫夢＞を見せられ
て＜iHｕSionの世界＞に入り込んだ騎士は, 'stilld・jmd in sleep', 'that knew not, whether right he
went, or else･αS加ｙ･（1√4. 19)と描写されているIdlenesse (怠惰）．と同様に，自分が正しい道
を歩んでいるのか，それとも迷っているのかさえわからなくなったのである，　　　　．，　　－
（５）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⅲ　　　‥　一一
　作品の中のエピソードはほとんどすべて赤十字の騎士の行睦にづ･いでの注釈としての役割を果し
ていると考えられる．たとえば，今見た騎士が･Ｕｎａを捨てるエピソードに含まれていた意味が，
物語の進行と共に他のエピソードの表現の照明を受けることによって，より明確なものとなってい
＜．このことを，①＜悲しみ＞，②＜怒り＞，③＜情欲＞とｰいう三つの＜paSSion＞について見て
みたい.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●･　　　い　　　／　　　．
　①　＜悲しみ＞について.　　　　　　　　　　　　　　（
　Ｕｎａ（＝真理）と別れて＜罪のSoma＞（body of sin ) (Rom. 6:6）となった騎士を包む支配
的感情の一つは＜悲しみ＞である（cfバがφled him astray' 1 .　２．１２）．＜悲しみ＞は「救いや
神の現存につながる喜びとは反対に，人間を神から引き離す罪から＼生じj5苦い実」11だからである．
騎士はLuciferaの城で＜喜び無き者＞を意味するSansioyと出一会い,-ﾆ騎討ちを行うことになるが，
このSansioyとの出会いは，騎士がもはや＜霊的喜び＞を忘れ七しｆつたことを象徴していると考
えられる．そして, Sansioyは部分的には赤十字の騎士の分身であると言うことができる. Sansioy
が治療を受けることになる医術の神‘sad /Esculapius丿(1. 5. 36)は，「深くて，暗くて，さび
しくて，悲しみに満ちた居心地の悪い」（‘deepe, darke, vneasie, dolefull,comfortlesse' 1 . 5. 36)
洞穴の中に監禁されている．これは, Orgoglioによって地下牢に監禁され，ついにはその‘sad dull
eyes'は深くくぼみ，救出されたときには, 'The chearelesseｍａｎ･,whom s。咋ｓdid dismay, / Had no
delight to treaten of hiSがφ･ (1. 8. 43)と描写されることになる騎士自身の運命を予表して
いる．＜真理＞から離れ，＜悲しみ＞に導かれて彷徨った騎士は，最後には＜悲しみ＞によって完
全に打ちひしがれてしまうのである．　　　　　　･．
　②　＜怒り＞について．　　　　　　　　　　　　　一丿’　イ
　＜七つの大罪＞の一つとしてのWrath <怒り＞は, Luciferaに仕える老顧問官の一人として寓
意化されて登場する．スペンサーはWrathを次のように描写してい志．
Yetunびull man he neuer would forecast,　　・／
How many mischieues should ensue his heedlesse加山．
Fｕ】ｌmany mishiefes follow cruell Wrath ；
Abhorred bloudshed, and tumultuous strife,
Vnmanly murder, and vnthrifty scath,
Bittｅｒｄｅボght, with rancours rusty knife,
And frettinggバがg the enemy of life；
All these, and many euils moe haunt ire,…
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(1. 4. 34→３５）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●１１　　１１　　１
　ここで用いられている語彙は，先に見た，偽のＵｎａの演じる情事を見せられた後の騎士の描写
で用いられている語彙と非常によく似ているパdespight', 'griefe'i 'ire'という語はそれぞれ，騎士
についての‘wast his inward gall with deepe deボｇＭ(1. 2. 6), >riφled him astray'（1. 2・
12), 'would haue slaine them in his furious ire' (1 . 2 . 5 )という表現に表われる．また，この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（６）
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最後の引用文に見られる･，「二人を殺してしまおうとまで思った」という騎士の殺意は, Wrathの
描写にも見られるものである.ヽWrathの形容詞として用いられている‘wiifuir.という語は，騎士に
ついて述べられだWill was his guide'(1. 2. 12)の‘will'に相当する．そして，「＜わがまま者＞
　(wilfullman )なので，自分の無思慮な＜性急さ＞「hast)から，どれだけの災いが生じるかな
どとは考えてもみない」というWathにつIいての叙述は，･そのまま騎士についてもあてはまる．騎
士は夜が明けかかると，みだらな行為に耽っていた.のが本当にＵｎａであったのかどうかも確かめ
ずに，＜性急に＞（‘hastily' 1 . 2. 6)身づくろい.をして,･小人と共に旅立ってしまうン14仙
was his guide'と述べられているゆえんである．このように，騎士の描写と，＜七つの大罪＞の一
つであるWrathの描写とを類似させることによって，スペンサーは赤十字の騎士の行動がすでに
＜罪＞とみなしうるものであることを疑う余地のないものにしているのである．．
　赤十字り騎士は, 'Sansfoy'という文字の書かれた盾とDuessaとの所有をかけて，彼を兄Sans･
foyのかたきとして,憎むSansjoyと一騎討ちを行うことになる，スペンサーはこのSansjoyを次の
ように描写している．
E可ｌａｍ'dwithみりand fiers hardy-hed,
He seemd in hart to harbour thoughts vnkind,･
And nourish bloudy vengeaunce in his bitter mind.
(1. 4. 38)
　一騎討ちでSansjoyに冑を強打さ･れた赤十字の騎士は気が遠くなり･かけるが，「盾はあなためも
の，そして私も，い･え，何もかも」(1. 5. 11)というDuessaのSansjoyに対する声援を自分
に向けられたものと思い込み，「怒り( wrath )と恥ずかしさと仕える女性とに」(1. 5. 12)
動かされて，「猛烈な怒り」（‘exceeding fury' 1 . 5. 12)をこめて打ちかかったので, Sans」oy
はひざまづいてしまう．騎士は手を振り上げて相手を殺してしまおうとする．しかし, Duessaは
妖術によって黒い雲を起こし, Sansjoyの姿を見えなくし，騎士に向かって，「どうか恐ろしい力
をおゆるめになって，激しい怒りと血なまぐさい復讐の炎をお消し下さい（＝qｕench the角田of
かrious despight, / And bloudieロノ作即ance)」(1. 5. 14)と言って，騎士の＜怒り＞を鎮めようと
する．このDuessaの言葉に見られる‘flame', 'furious', 'bloudie vengeance'などの語句は，先に引
用したSansjoyの描写に見られる‘enflam'd', 'fury','bloudy vengeaunce' などの表現に酷似していて，
騎士が復讐心のかたまりともいうべきSansjoyと同一視されていることがわかるj Duessaから，「地
獄の鬼共があなたの敵をプルートーの悲しみの館へ連れていってしまいました．勝利も，私も，盾
も，名誉もあなたのもの」(1. 5. 14)と言われても，騎士は満足せず，「血にかわく刃を信仰
なき敵にひたそうと，貪欲な目で」(1. 5. 15)あたりを見回して捜す．これはもはや，く神聖
の騎士＞のあるべき姿とぱいえないであろう．＜怒り＞という＜罪＞がいかに騎士の中で深まり，
いかに彼が＜罪のＳｏｍａ＞（body of sin ) (Rom. 6:6）となってしまっているかがわかるので
ある．とにか<.こうして騎士は，皮肉なこと’に／＜信仰無き者> (Sansfoy )と書かれた盾と
Duessa (= Fa･lsehood)とをあらためて手に入れることにな乙．
　③　＜情欲＞について．，　　　　　･･　　'‥"
トすでに見たように, Archimagoの魔術によって＜淫夢＞を見せられたとき,'騎士の心は.゛｢みだら
な喜びと道ならぬ楽しみに浸うでとろけんばかりにな'り｣(1｡1-. 47),‘彼はj.(か七)て覚えたこ
とのない激しい情欲｣(‘great passion of vnwonted lust, 1.Ｌ･ 49 )を覚えたのであった.･このく情
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(７)
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欲＞【】ust)の＜罪＞は，物語の進行と共により明瞭になっていく. Sansfoyを倒したあと，赤十
字の騎士は保護した魔女Duessaから作り事の身の上話を聞かされるが，そこはこう描写されてい
る．
He in great passion all this while did dwell,
More busying his quicke eyes, her face to view,
Then his dull eares. to heare what she did tell.
口.2ぐ. 26)
　’ingreat passion' という表現は，身の上話を聞いて「大いに心を動かされた」･( passion =ＯＥＤ６.
overpowering emotion ）ことを指すようにも見えるレしかし，それ’に続く行を見れば，ただそれだ
けではないことが明らかになる．「話を聞くことよりも，女の顔を見ることの方に忙しかった」と
いう表現は, 'lawlesse lust' (Canto vlのArgument)と呼ぱれているSansloyを思わせる. Sansloy
は「情欲」（‘lust' 1 . 3. 41)に動かされ，「Ｕｎａの顔を見ようとして」（‘her visage to behold' 1 .
3. 40),彼女を馬から引きずりおろすのである．また，＜情欲＞の寓意であるLechery (好色）
は「秘かな眼差しによって愛する」（‘t０ loue with secret lookesへ1. 4. 25)ことを学んだと述べ
られている．　これらの対応からも，赤十字の騎士について述べられている‘He in great passion a11
this while did dwell' の‘passion'は，＜情欲＞（paSSion＝ＯＥＤ8 . amorous feeling;○£Z:)9 . sex-
ual desire)の意味でもあって，結局，この‘great passion'は，前に夢を見せられたときに騎士が
覚えだgreat passion of vnwonted lust'（L　1. 49)と伺じもめを指していることがわかる．こ
こですでに，彼が＜情欲＞（lｕSOに支配されていることが読者に明らかになるのである.
　Duessaを連れて旅をする赤十字の騎士は，照りっける日射しを避けて二本の木の木蔭で休むこ
とになる. Duessaのみかけの美しさに見とれた騎士は，自分の気持ちを伝えるために,彼女に＜冠＞
　（･girlond･1 . 2. 30)を作ってやろうとして枝を手折るとご木から血.がしたたり落ち，木が次
のような身の上話を始める．「自分はかつてはFradubioという人‘間で，恋人Fraelissaと連れ立っ
て旅奈していたとき,．一人の婦人を連れた騎士と出会い，それぞれがj自分の連れの婦人の方が美し
いと主張して決闘となり，たまたま自分が勝った．相手の連れの美女と見えた女は，実は，これま
で多くの遍歴の騎士を悲惨な目にあわせてき,た魔女Duessaであったが，そんなこととは知らず，
二人の婦人を連れにすることとなった．二人の女から愛されることになった自分は，ある時バラの
＜冠＞（‘girlond' 1 . 2. 37)を賞品として美人コンテストを思いたった. Fraelissaを捨て，妖
術を使って勝ちを得た魔女を恋人にして旅を続けたが，水浴をjしているときの醜い姿から魔女と知
り，逃げだそうとするが，気づかれて，木の中に幽閉され，同じく木の姿に変えられたFraelissa
のそばに置かれた.」　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ
　これが木の姿となったFradubioが語る話のあらましである．自分の婦人を捨てて，倒した相手
の騎士が連れていたDuessaを自分の情婦としたFradubioと。Una.を捨てて，倒した相手Sansfoy
が連れていたDuessaを自分の恋人にしようとしている,赤十字Ｑ騎士とは，全く同じ情況に置かれ
ている．＜冠＞（gir10nd）を作って女に与えようとする点も共通している．＜情欲の罪＞を犯し
た結果，呪われた木となっている(cf.‘Cursed is every one that hangeth on a tree.'Gal. 3 :13）
Fradubioの身の上話は，同じ＜罪＞を犯しかけている赤十字の騎士に自分の姿を写して見せる鏡
の役を果すが,騎士はこの警告の意味を悟らない．それで蛸話を聞き終えたときバ激しい恐れと，
身の毛のよだつような暗漕とした気持ち」（‘sad feare and ghastly dreriment' 1 . 2. 44)･でいっ
ぱいになるのは,･彼が自分の内に潜む＜罪＞に対する恐れを無意識のうちに感じていることを示す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８）．
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と考えられる．彼は，「血を流した罪をまぬかれようと」('that from the bloud he might be inno-
cent'1 . 2. 44),枝を地面に突きさす．そして，恐怖で気を失っヽたふりをしている･Duessaを介
抱し，女がまぶたをあけると，彼女に何度もくちづけするのである．
　　　　・　　　　　…with trembling cheare
Hel･vp he tooke, too simple and too trew,
And oft her kist.
(1. 2. 45)
　この魔女へのくちづけは騎士の堕落が確実なも･?）･となっ,たこと.を暗示しているパtoo simple and
too trew'
,（あまりに純情なので）という表現や，少し前の‘the good
knight' （善良な騎士) .(1. 2.
44）という･語句は，作者のアイロニーを示すと共に，自分が‘innocentイ＝○£D 1.･free from sin )
であると思っている騎士の自己認識の欠如を示している．彼は，自分の力では.どうすることもでき
ない程＜･罪＞にはまり込むまで，自分の＜罪＞を自覚しないの.であ.る．　‥　‘
　この騎士の行動について，スペンサーは第４篇の冒頭において一般論の形でコメントを述べてい
る．　　　　　　一一　　　　　．　；　．●　　ｉ　　　　　　　　．　　　　　ｊ　　●●　　’‘｀．,゛　　　　　’１
　Young knight, what euer that dost armes professe。･:･
　And through long labours huntest ziter fame,　　　　　　　－　.
Beware oi fraud, beware of fickl四郎se,
　In choice, and change of thy deare loued Daiiie;　ｙ
　Least thou of her beleeue too lightly blame　，　　ブ．　　　･･　　で
　And rash misweening doe thy hart remoue :　　　　　　　　　･.　　，.
　For vnto knight there is no greater S加辨!?，
　Then lightnesse and inconstancie in loue;
　That doth this Redcrosse knights ensample plainly proue.
　　　　.1●，･･　　　　　　　　｀･●　' ；　　　　　　　　(1. 4. 1)‘
　赤十字の騎士は＜fame＞（名声）を求めながらも／それとは正反対め＜shame＞（恥）を得る
ことになったのであるが，こ･のことは引用文で‘fame'どshamﾀﾞとが脚韻を踏むこ.とによっても強
調されている．前に引用した, Errorの洞穴の前での, 'fearfullmore of shame, I Th'en of the cer-
taine perill he stood ｉｎ’(1. 1. 24)とい:う箇所や，‘ｓｈａｍｅwere to reuokeソThe forward footing
　　　t　　　　｀　　　　　　　　　　　.　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　●　　●●:for an hidden shade' （1. 1. 12）という騎士自身の言葉か示すように，．この＜sりａｍｅ＞こそ誇
り高い赤十,字の騎士が最も恐れていたものであった．そしてスペンサーは，同じ第４篇に登場する
　　　　　　　　　　　　　●●　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　●l　　　゛　　　　　　』＜七つの大罪＞の一つlustfull Lechery' (1. 4. 24)の描写を，上に引用した第４篇冒頭のスタ
ンザの文章と表現を類似させ,る゛こと･によって，この場合の騎士の＜Sh’ａｍｅ＞とは，＜七づの大罪＞
の一つである＜情欲＞に他な,らない.ことを7読者に理解させるのヤあ’る. Lecheryは次のよう･に描写
されている．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，．　　　　　　　　　　．．へ
　　For he was血山, and fraught with戸出enesse.　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　･l　.　　　　･j
　　　　　　　　　　　　　　卜　　　　　　　　　　　(1. 4-. 25）:　｀
(9)
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Inconstant man, that loued al】he saw,
And lusted after all,that he did loue.
（L　4 ; 26)
　ここで用いられている'false',･fick】enesse'.･inconstant'という語は，第４篇冒頭のスタンザの
‘fraud' (= 0£D 1 . faithlessness, insincerity ) ^ ,‘fickleness',‘incohstancie'など,の語にそれぞれ
対応している．　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ，　　　　　　　　　　　　　バ
　ＵｎａをものにせんとするSansloy (法無き者）は，第３篇のArgumentで, Lecheryを連想させ
る‘lechour vylde' という呼び方がされている．また, Sansloyは, 'And turning twi岫血1□iｖｅto
lｕｓtfｕUheat,/ With beastly sin thought her to haue dむfilde'(1-. 6. 3)と叙述されているが，こ
の表現は彼が＜怒り＞（ｗrａth）や＜情欲＞（1ｕs０ ，としヽう＜passｉｏｎ＞を体現した人物であるこ
とを示している．＜怒り＞や＜情欲＞がやはり赤十字の騎士の＜罪＞であることを考えれば，赤十
字の騎士と一度も出会うことのないSansloyの挿話も，騎士と無関係ではないことがわかる．赤十
字の騎士のいわば分身であった･Fradubioの場合と同様に, Sansloyは＜情欲＞と＜怒り≫の＜罪＞
というテーマを誇張した形で表わしたものである．　　　　　　　　　　　．
　このように，一見重要ではないと見える挿話もテーマと関係のある何らかの意味を持っている．
スペンサーは類似したエピソードや語句を繰り返すことによって，それらめ意味を徐々に表面的な
ものから奥行きのあるものへと深めてい＜．この＜重層的効果＞はThe Faerie Queeneという作品
のきわだった特徴であると思われる．　　　　　　　　　　　　　　　．．
　以上,＜悲しみ＞,＜怒り＞,＜情欲＞などの＜paSSiQn＞を中心に,赤十字の騎士について＜罪＞
の諸相を見てきた．中でも最も支配的なものが＜情欲＞であることIはこれまで見てきたとおりであ
り，これは騎士の行き着く先を暗示している．第７篇のOrgolio耳ピソードに至って，騎士のく情
欲の罪＞はついに決定的なものとなるのである.13
註
　Ｆ.Q. のテキストはA.C.Hamilton (ed.), Edmund Speりser:The FaerieQueene ( Longman, 1977 )を
使用した．邦訳は熊本大学スペンサー研究会訳『妖精の女王』（文理香院，昭和44年）を適宣参照させ
ていただいた．なお，引用文中のイタリックは，筆者によるものである．
１
２
３
４
　第１’巻全体で, 'wander'が28回, 'stray'が12回, 'astray'が５回用いられている．また，＜遍
歴の騎士＞を意味する‘errant knight' という語句に見られる'erra?.は√ラテン語‘errare'の現
在分詞で，＜ｗandering＞を意味するが，これは４回用いられて,いる.
　○£Z）はこの３の定義の所で, 'God help the man so wrapt in μΓΓoursendlesse traine.' { 1 . 1 .
18)という箇所を引用しているノ　　　　　　　　　ト　　　バ　゛
　Rudolf Bultmann. ７岫海砂吠自治ｕ･Testament Vol. I, tr.･by Kendrick Grobel (Scribners,
1951), pp. 317-332.　　　　　　　　　　　　　　　グ　　　‥‥‥‥
　＜偽善＞（hypocriSy）の寓意である八rchimagoは，文字通りには，①arch･magician (archi-
magus),あるいは②arch-image･maker (arch-imago)を表わす．しかし，作品の中での役割は，
（幾分ユーモラス｀な描き方をされているとはいえ）神に敵対し，人間を＜罪＞におとしいれる力
の擬人化である＜悪魔＞（the Devil)に最も近いと思われる．＜情欲＞（lｕSt）という側面を
持つDuessa　（＝虚偽）とは異なり, Archimagoはひたすら騎士’（＝人間）を＜罪＞におとしい
れることだけに生き甲斐を見い出しているように見える. ■< devil >め語源はギ,リシア語の
　　　ｊ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　●　　　・ｒ　　’　　　　　　．
＜８　ｔ　ａβｏλ0C>であるが，この語は，元来,＜中傷者
magoが偽のＵｎａの情事の演出によってＵｎａを中傷する
静れ言‰コニンは
here ｗａχold in sleepe, whiles wicked wights / Haue knit themselues in Venus shamefull chaine ; /
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）√
7＆几erie Qu｡ａＥ第１巻に見られる罪の諸相 (野呂)
　　Come see, where your false Lady doth her honour staine..'(1 . 2 . 4 )は，（ＯtKelloに登場する
　　I agoと同様）彼の悪魔的性格を最もよく表わしている．彼は，また, 'that 01d man of pleasing
　　wordes had･store, / And well could file his tongue as smooth asがas: (1. 1. 35)のように，く悪
　　魔＞である蛇の舌を連想させる表現で描かれている．なお，第４篇のSeven Deadly Sinsの行列に
　　登場するSathanには, Archimagoのような迫力はない.
5. A, C. Hamilton (ed. ),F. 0., p. 42.
6.　Bultmann, op.cit..pp- 195-196.
7.　Bultmann, op. cit.,p. 199.
8.　Cf. Rom. 7 : 20 :‘Now if l do that l would not, itis no more l that do it, but ｓin tｈａtｄｕｅｉＵthin　ｍｅ
　　　　１　　９　　・　　ｉ　　１　　４●　　　ｓ（＝７７　０tＫｏｕｏａ　ｔ　Ｖ　をμ０(　ａμａＰてＣ（
９．　第６篇では，‘yet more sad. that Vna his deare dreed / Her truth had staind with treason so
　　vnkind' (1 . 6. 2)と述べられている.
10，　第９篇で, Despairは次のように述べている:‘For he, that once hath missed the right way, / The
　　further he doth goe, the further he doth s附りMl. 9. 43)
11.　『聖書思想事典』（三省堂, 1973), p. 156.
12.　もっとも，この箇所の‘fraud'には, ArchimagoやDuessaなどによる＜deceptｉｏｎ＞（○£D 3)
　　の意味も含まれているように思われる.
13.　Orgolioエピソードについては，すでに拙稿「Orgoglioエピヽソートの意味するもの-ｎ，
　　ＦａｅｒｉｅQue。ｅとパウロの神学-」（高知大学学術研究報告　第34巻, 1985)で論じたことがある.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和61年９月21日受理）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和61年12月27日発行）
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